
このコーナーでは、
　市内のできごとを写真と文章でお知らせします。 マイシティモバラ

　「千葉日報地域きずな賞」は千葉日報社が主催する顕彰
制度で、地域の絆づくりに取り組む団体や個人に贈られる
ものです。
　茂原市遺族会が令和３年６月に発刊した戦後75周年記念
誌「あゆみ」は、図書館や市内の小中学校などに配布され、
読者からは感動の声が数多く寄せられています。会員の高
齢化が進む中、記念誌を通じて地域、そして次世代へ向け
て平和の尊さを訴える地道な活動が高く評価され、伝統文
化部門での受賞となりました。

　市では、浸水被害等に備えるため、都市建設部の職員を
中心に土のう作成を茂原公園第２駐車場で行いました。今
年も災害に対する意識と技術の向上を目的に、職員研修の
一環として新規採用職員全18人も参加しました。
　時折、雨が降るあいにくの天候でしたが、目標だった
9,000袋を作成することができました。

　市内公立保育所では茂原市が市制施行70周年を迎えたこ
とを記念し、特別メニューとしてモバりんライスを提供し
ました。市のマスコットキャラクター「モバりん」をかた
どり、星形の頭はカレーピラフ、顔は豆腐ハンバーグ、髪
の毛はホウレンソウの和え物で作られています。
　子どもたちはもりもりとおいしそうに食べ、あっという
間にお皿はきれいになりました。

　４月１日、旧西陵中学校の校舎を本校として活用した、
ヒューマンキャンパスのぞみ高等学校が、全国25カ所の学
習センターとともに広域通信制高校として開校しました。
　記念式典では、多数の来賓が出席する中、中の島太鼓による
演奏やながら夢工房による餅つきの実演が行われました。
　田中市長は「全国各地から多くの生徒が集い、地域との
交流が生まれることで、本市をはじめとした地域の魅力向
上や情報発信にも寄与していただけることを期待したい」
とあいさつしました。

▲大きなお口でぱくんっ！

▲田中市長を表敬訪問。戦争の記憶と反戦の願いを語り合いました

▲テープカットの様子

▲雨の中、新規採用職員も頑張りました
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いただきます！モバりん給食

平和への想いを再確認

大雨や台風被害に備える

大きな「のぞみ」を持って

市制施行70周年記念モバりん給食

茂原市遺族会「千葉日報地域きずな賞」を受賞

市職員による土のう作成

ヒューマンキャンパスのぞみ高等学校開校記念式典
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